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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子によってコードされるタンパク質は、I型膜貫通型タンパク質であり、免疫グロブリン受容体スーパーファミリーに属します。コードされるタンパク質は、抗原提示の調節に関与している可能性があります。可溶性タンパク質は樹状細胞に結合し、その成熟を阻害します。この遺伝子には、異なるアイソフォームをコードする3つの転写バリアントが見つかっています。[RefSeq提供、2011年10月],機能：抗原提示、またはリンパ球活性化後の細胞間相互作用において重要な役割を果たす可能性があります。,オンライン情報：CD83抗原,類似性：Ig様V型（免疫グロブリン様）ドメインを1つ含む。,サブユニット：モノマー,組織特異性：活性化リンパ球、ランゲルハンス細胞、および指状小胞体細胞で発現します。,
	研究分野
	-
	画像データ
	

	CD83抗体を用いたパラフィン包埋ヒト肺癌の免疫組織化学染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした画像。
	

	CD83抗体を用いたHepG2細胞、HUVEC細胞、HeLa細胞、Jurkat細胞のライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	CD83ポリクローナル抗体を1：500に希釈して様々な細胞をウェスタンブロット分析した。
	

	パラフィン包埋ヒト腎臓の免疫組織化学分析。1、抗体を1:400（4°、一晩）に希釈した。2、抗原賦活化には高圧高温EDTA（pH8.0）を使用した。3、二次抗体を1:200（室温、30分）に希釈した。
	

	パラフィン包埋ヒト腎臓の免疫組織化学分析。1、抗体を1:400（4°、一晩）に希釈した。2、抗原賦活化には高圧高温EDTA（pH8.0）を使用した。3、二次抗体を1:200（室温、30分）に希釈した。
	

	パラフィン包埋ヒト腎臓の免疫組織化学分析。1、抗体を1:400（4°、一晩）に希釈した。2、抗原賦活化には高圧高温EDTA（pH8.0）を使用した。3、二次抗体を1:200（室温、30分）に希釈した。
	

	パラフィン包埋ヒト胃の免疫組織化学分析。1、抗体を1:400（4°、一晩）に希釈した。2、抗原賦活化には高圧高温EDTA（pH8.0）を使用した。3、二次抗体を1:200（室温、30分）に希釈した。
	

	パラフィン包埋ヒト胃の免疫組織化学分析。1、抗体を1:400（4°、一晩）に希釈した。2、抗原賦活化には高圧高温EDTA（pH8.0）を使用した。3、二次抗体を1:200（室温、30分）に希釈した。
	

	パラフィン包埋ヒト胃の免疫組織化学分析。1、抗体を1:400（4°、一晩）に希釈した。2、抗原賦活化には高圧高温EDTA（pH8.0）を使用した。3、二次抗体を1:200（室温、30分）に希釈した。

